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主な記事 

・町内全学校長へ青少年健全育成

メッセージを伝達 

・学校給食にホッキ貝の寄贈 

・「厚真町子ども教育委員会を開催 

・小学校でライオンズ文庫お礼のセレモニー  

・シェリダン校生徒との交流 

・平成２７年度成人式について 

・図書室だより 

・集まリンピック開催のお知らせ 

・放課後子ども教室活動紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

厚真町青少年健全育成委員会では、教育委員会と連携し「子ほめ運動」をはじめ、変質者から子どもを守る

「ひなんの家」の取組並びに「子ども１１０番パトロール」等の活動を推進して、青少年の健全育成に努めていま

す。 

毎年７月は、「社会を明るくする運動」（法務省）、「青少年の非行・被害防止全国強調月間」（内閣府）とさ

れ、全国で青少年の健全育成の推進を行う各種の取り組みが行われています。北海道では、「青少年の非行・

被害防止道民総ぐるみ運動強調月間」として高橋はるみ北海道知事からのメッセージが発表されました。本町

でも、７月３日に野澤政博 青少年健全育成委員会委員長が厚真町教育委員長メッセージと合わせて知事メ

ッセージを町内全学校長に伝達しました。 

野澤委員長は、「次代を担う青少年が心身ともに充実した人生を送って

いくために家庭・学校・地域社会がその役割や機能を十分に果たし、青少

年が持つ力を最大限に発揮できる環境づくりにご協力いただきたい」と呼

びかけました。 

夏休みを迎えると、子どもが家庭や地域で過ごす時間が多くなってきま

す。厚真に住むすべての子どもたちが楽しく安全な夏休みを過ごせるよう

町民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。 

 

 

北海道の未来を担う青少年が、心身ともに健やかに成長し、大きな夢を育むことができる環境の中で、社会

の一員として豊かな人間性や社会性を身につけ、たくましく育っていくことは、私たち道民の共通の願いです。 

しかし、人口減少が急速に進行する中、情報化の進展をはじめ社会状況の様々な変化は、青少年を取り巻く環

境に大きな影響を及ぼしています。その影響は、刑法犯として検挙・補導された少年の低年齢化や、児童虐待

事件による被害の増加などの形で現れています。 

こうした状況に対応していくためには、家庭、学校、地域社会をはじめ、私たち道民が一丸となって、青少年の非

行と被害の防止に取り組んでいくことが重要です。 

 このため、道では、７月を「青少年の非行・被害防止道民総ぐるみ運動強調月間」とし、市町村や関係機関・

団体等と相互に協力・連携して地域の力を結集し、青少年の健全育成の気運の醸成や、非行と被害の防止を

図るため、次の９つを重点課題（目標）として取り組みます。 

 皆さんには、本月間の取組に特段のご理解とご協力をお願いいたします。 

 ○重点課題（目標） 

（１）インターネット利用に係る非行及び犯罪被害防止対策の推進 

（２）有害環境への適切な対応 

（３）薬物乱用対策の推進 

（４）不良行為及び初発型非行（犯罪）等の防止 

（５）再非行（犯罪）の防止 

（６）いじめ・暴力行為等の問題行動への対応 

（７）青少年の福祉を害する犯罪被害の防止 

（８）社会を明るくする運動の推進 

（９）「道民家庭の日」の普及 

平成27年7月 北海道知事 高橋はるみ 
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厚真ライオンズクラブ（佐藤秋夫会長）設立４０周年にあたり、小学校児童の

読書推進にと昨年度２００万円が町へ寄付されました。それを受け、教育委員

会と厚真中央小学校・上厚真小学校では本年度図書整備を進めてきました。 

 ６月２３日、両校に同クラブの佐藤秋夫会長、吉岡茂樹幹事が訪れ、児童に

よるお礼のセレモニーが行われました。佐藤会長から「本を読んで心豊かな立

派な大人になってください」と言葉が送られると、厚真中央小学校図書委員長

の田中葵さん（６年生）が「新しい本を前に気持ちがドキドキしています。たくさん

の本をいただきありがとうございました」とお礼のあいさつを述べていました。 

今年も７月６日に鵡川漁業協同組合厚真ホッキ貝

漁業部会から、学校給食センターにホッキ貝が寄贈さ

れ、伊勢副部会長から兵頭教育長へ手渡されました。 

いただいたホッキ貝はむき 

身にして４２kg相当で、水産 

加工場で加工冷凍後、７月 

1５日の学校給食にホッキカ 

レーとして子どもたちに提供さ 

れました。 

 

 教育委員会では、児童生徒の「学習・生活・運動習

慣」向上運動の取組の一つとして、各小中学校の児童

会及び生徒会の役員が一堂に集い、各学校で行われ

ているいじめの未然防止や情報メディアの安全な利用

などについて、日常の取組や成果・課題について意見

交換を行う「子ども教育委員会」開催します。町民や教

育に関心のある方でしたら、どなたでも傍聴できますの

で、どうぞご来場ください。 

日 時  ８月６日（木）１０：００～１２：００ 

会 場  総合福祉センター 青年室 

参加者  小学校児童会役員、中学校生徒会役員 

 

本町の英語教育推進にかかる共同研究者の北海道科学大学秋山敏晴教授の紹介で、平成２５年に本町の

中学生と、アメリカ合衆国オレゴン州のシェリダン日本語学校の生徒との年賀状、ＤＶＤを通しての交流が始まりま

した。昨年末にシェリダン校の生徒が北海道を訪問することを知り、英語教育推進委員会を中心に「シェリダン校

の生徒との交流を通して得た異文化や外国への知識等を学びの動機づけとしたい。厚真の生徒とシェリダン校の

生徒の直接交流を実現したい。」と検討を進めてきました。 

この４月からは英語教育推進委員会中学校部会、中学校と教育委員会が連携して受け入れ準備を進めまし

た。また、シェリダン校の生徒をホームステイの形で受け入れることや太鼓や吟舞など日本文化の披露について

は、中学生保護者の皆様の多くのご厚意を得て、６月２６日には温かくシェリダン校の生徒を迎えることができまし

た。２６日と２７日の２日間の交流での本町の中学生の生き生きとした活動が印象的で、本町・シェリダン校の生

徒にとって有意義な活動となりました。 
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教育委員会では、秋の自治会対抗ナイターパーク

ゴルフ大会を開催します。 

 

と き  ９月３日【木】午後６時から開会式 

ところ  新町町民パークゴルフ場 

参加料  無料 

その他  チーム編成等の詳細については、教育委

員会へお問い合わせください。 

締切り  ８月２４日【月】 

申込み  教育委員会社会教育グループ 

     ☎２７－３７７５ 

（スポーツセンター） 

 

平成２７年度の厚真町成人式を次のとおり開催し

ます。なお対象の方には１１月に案内を送付します。 

と き 平成２８年１月１０日【日】 

 午前１１時から 

ところ 厚真町総合福祉センター 大集会室 

対 象 平成７年４月２日から平成８年４月１日の

間に出生し、本町に住民票を置いている方

及び本人が町外へ転出していても、保護者

などが本町に在住している方 

問合せ 教育委員会 社会教育グループ     

☎２７－２４９５ 

 

教育委員会では、学びたい講座を選んで地域の生

活会館などで受講できる出前講座を行っています。多

くの皆さんが参加できるよう厚真町の行政の状況や、

福祉サービス講座、各種文化教室、各種スポーツ教

室などの様々な講座を用意しています。お気軽にお問

合せください。 

※５名以上のグループでのお申込みとなります。 

 

◆問合せ 教育委員会社会教育グループ 

     ☎２７－２４９５ 

９月３０日に開催された定例教育委員会の会

議の内容についてお知らせします。 

◆報告事項 

 子ほめ運動強調月間についてなど（１6件） 

◆議案 

 厚真町育英資金貸付条例施行規則の一部改正

についてなど（３件） 

◆協議事項 

厚真町教育委員会の活動状況に関する点検・評

価について 

◆問合せ  

教育委員会学校教育グループ ☎２７－２４９４  

 
 
 
 
 
５０周年記念として、ムカデ大レース、ダービー、チャレンジ・ザ・ギネスなど伝統の自治会対抗競技

をはじめ、お子さんから高齢者まで、楽しく参加できる競技が盛りだくさん！ 
新種目も登場し、プログラムも充実！たくさん競技に参加して、ポイントをためて豪華賞品をゲットし

よう！ヽ(^。̂ )ノ自治会参加特典のお肉セットのほか、一般来場者の方も厚真産のおいしいお肉をご賞味い
ただける売店コーナーなどを開設予定です。ご近所・ご友人などお誘い合わせの上、ぜひご参加ください！ 

 
と き  ８月２３日【日】午前９時００分から 
ところ  かしわ公園野球場（雨天時はスタードームで開催） 
競 技 ①生み出せ！ファインプレー♪（一般男女） 
     ②借り物競争（小学生低学年） 
     ③ムカデ大レース in厚真（一般男女） 
     ④どうぶつあわせ（幼児＆シルバー） 
     ⑤ダービー（一般男女） 
     ⑥三段綱引き（小学生以上） 
     ⑦チャレンジ・ザ・ギネス（自由） 
     ⑧○×ゲーム（全員参加） 
     ※お昼休み：北海道警察カラーガード隊演奏 
     ⑨自治会対抗フープリレー（一般男女） 
     ⑩究極の選択（シルバー） 
     ⑪玉入れ“GOLDEN”（一般男女） 
     ⑫出前一丁！（小学生） 
     ⑬混合リレー（年代別男女） 
問合せ  教育委員会社会教育グループ ☎２７－３７７５（スポーツセンター） 
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～夜間プラネタリウム上映会～ 

「さそり座と物語の登場人物たち」 

夏の南の夜空に浮かぶ、くっきりとしたＳ字

と赤い星。そう、お誕生日星座の１つ、さそり

座です。今月はこのさそり座とその物語に登場

する星座を紹介していきます。 

晴天の場合は引き続き天文台で実際に星を

観察しますのでぜひご参加ください。 

 

と き ８月１３日（木）午後６時３０分 

ところ 青少年センター２階ホール集合 

※夜間開催のため、小・中学生のみでの参加の

場合は保護者の同伴もしくは送迎が必要です。 

～太陽観望会を開催します～ 

 天体望遠鏡で太陽の黒点を観察してみよう！ 

 直接目では見られない太陽。専用の装置を使ってど

のように見えるのか、みてみましょう！ 

※太陽は直接見てはいけません。失明してしまう恐れ

があります。 

と  き   ８月５日（水）午後１時３０分 

※悪天の場合は６日に延期します。 

と こ ろ  青少年センター２階 

申込み   ８月４日（火）午後５時までに 

      社会教育Ｇ ２７－２４９５ 

      までお申し込みください。 

青少年センター図書室 

℡２７－２４９５（平日） 

℡２７－３９７７（土日） 

図書室だより 

厚真町青少年センター図書室では 6 月半ばから展示ホールを中

心に改修工事を行い、6 月 28 日（月）から 7 月 5 日（日）まで

の一週間の休館を経て、7月 6日（月）にリニューアルオープンし

ました。改修工事中はご協力ありがとうございました。 

 

リニューアルオープン！ リニューアルオープン！ リニューアルオープン！ 

大きく変わった点としては、絵本コーナーを旧展示ホールに移動

したことで、靴を脱いでゆったりと絵本を読むことができる広々と

したスペースになりました。しかけ絵本や大型絵本等も多数配置さ

れました。 

また、以前絵本コーナーとなっていたスペースは日当たりのよい学

習・閲覧スペースとなっています。調べ学習や、閲覧にぜひご利用

ください。 

図書室利用の際は、図書室利用のマナーを守るようお願いします。 

○周りの方の迷惑にならないよう、静かに利用してください。 

○本を読んだり、調べものをするところです。ゲームはおやめください。 

○本やＤＶＤを大切にあつかってください。汚したり、壊したりしないようにしてください。 

○コンセントから電源はとらないでください。 

○飲食はできますが、においの強いものや、まわりを汚しやすいものはご遠慮ください。 

○図書室内での通話はご遠慮ください。マナーモードに設定しましょう。 

新しい絵本コーナー 

児童書も使いやすくなりました 
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実用書 

 

 

 ■青少年センター図書室開館時間 

 午前９時から午後５時（月・水・金・土・日） 

 午前９時から午後７時（火・木） 

■厚南会館図書室 

 午前 9 時から午後 5 時（月～日） 

※毎月５日・20 日が土日・祝日の場合は休館と

なります。 

■絵本の読み聞かせ 

 おはなしのびっこ 8 月 27 日【木】 

午前 10 時 30 分から午前 11 時 

 

絵 本 
 

 
ここに書いてある以外にもたくさんの新着図書

があります。みなさんどうぞご利用下さい。 

一般書 児童書 

■8 月の移動図書 

19 日【水】 

ともいき荘   午後 2時00分～ 2時30分 

21 日【金】 

上厚真小学校  午前10時10分～10時25 分 

28 日【金】 

上厚真小学校  午前10時10分～10時25 分 

米利は、あまり話したことのない

同級生の昼間くんとﾊﾞｽで会っ

た。どこへ行くのか聞いてみる

と、「きみは知らないほうがいい」

という。 

・長いお別れ          中島 京子/著 

・ﾘﾊﾞｰｽ             湊 かなえ/著 

・ちゃんぽん食べたかっ!    さだまさし/著 

・戦場の聖歌          森村 誠一/著 

・中島ﾊﾙｺの恋愛相談室      林 真理子/著 

・ﾏｲﾝﾄﾞ             今野 敏/著 

・ﾄｯﾄひとり           黒柳 徹子/著 

・おねえちゃんって、ほーんとつらい！ 

いとう みく/作 

・教室の日曜日        村上 しいこ/作 

・10 分で読める宇宙や世界を冒険した人の伝記 

塩谷 京子/監修 

・しっぽをなくしたｲﾙｶ     岩貞 るみこ/作 

・町工場のものづくり      小関 智弘/著 

・ほんとはｽｲｶ         昼田 弥子/ぶん 

・お～しまい！…かな？    ｼﾞﾑ・ﾍﾞﾝﾄﾝ/さく 

・ﾊﾟﾃｨｼｴのﾓﾝｽﾀｰ     かわむら げんき/さく 

・とうもろこしくんがね… とよた かずひこ/さく 

・名古屋うみゃあもんのうた   長谷川 義史/著 

・はこ             小野 不由美/作 

・絵のすきなﾗｲｵﾝ      ﾍﾞﾆｱﾐｰﾉ・ｼﾄﾞｰﾃｨ/作 

・それでもボクは会議で闘う   周防 正行/著 

・三重ｽﾊﾟｲ           小倉 孝保/著  

・家族という病         下重 暁子/著 

・お薬事典 2016 年版     郷 龍一/執筆 

・学年ﾋﾞﾘのｷﾞｬﾙが 1 年で偏差値を 40 上げて慶應

大学に現役合格した話     坪田 信貴/著 

・ｺｺﾅｯﾂｵｲﾙでﾎﾞｹずに健康    白沢 卓二/著 

・/著 

くまの子とおとうさんが町へお

でかけ。おとうさんが「えいっ」

ととなえると、信号が変わった

り、夜空に星が出たりと不思議

なことが起こって…。 

ある町で起きた、連続通り魔殺人

事件。所轄の刑事・中島と捜査一

課の女刑事・小橋は“ｺｰﾄの男”

を追う。しかし事件は、さらなる

悲劇の序章に過ぎなかった…。 

紛争地には兵士以外の職業がない。

生き方を選べる環境を届けるため

に、私は武器を回収するﾌﾟﾛになっ

た…。「武装解除」「平和構築」の専

門家が、自らの軌跡を綴る。 

『きみは知らないほうがいい』 

岩瀬 成子/作 

『えいっ』 

三木 卓/さく 
『職業は武装解除』 

瀬谷 ルミ子/著 

『あなたが消えた夜に』 

中村 文則/著 

新しくなった図書室に 

ぜひあそびにきてね！ 
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アイスシャーベット作り中！！ 

 7 月に入り、気温も急上昇。あっという間に 1学期も終わり、子どもたちにとっては待ちに待った

夏休みです。北海道の夏は短し、遊べよ子どもたち！ということで、熱中症には気をつけつつ、ケガ

なく、事故なく過ごしてほしいものです。 

 6月後半のプログラムでは、小枝や松ぼっくりなどの木の実を使った 

写真立てを作りました。モノづくりは上手に作ることよりも、楽しく好 

きなように作ることを目標にしています。1年生にとっては初めてのモ 

ノづくりプログラムでしたが、上手くいかないところはスタッフの手を 

借りながらも思い思いに作業をし、素敵な作品がたくさん出来上がりま 

した。 

 放課後ミニ実験室と題したプログラムでは、割れにくいシャボン玉作りに挑戦。市販のシャボン液

はきれいなシャボン玉がたくさんできますが、大きくふくらまそうとするも、すぐに割れてしまい、

なかなか大きくするのが難しいのです。そこで今回は、自分たちでシャボン液を作り、大きくしても

割れないシャボン玉を作ってみよう！というミニ実験を行いました。ぬるま湯に砂糖やガムシロップ

を溶かし、そこに界面活性剤という成分が入った洗濯用洗剤と食器洗い用洗剤を混ぜて準備完了。実

際に外に出てシャボン玉を作ってみました。真剣な面持ちでゆっくり息を吹き込むと、手のひらサイ

ズのシャボン玉がたくさんできました。中には自分の顔よりも大きくふくらますことができた子も。

高学年の子が「久しぶりにシャボン玉で遊んだけど、楽しい！」と手まで泡だらけにしながら、夢中

になって遊んでいる姿が印象的でした。 

 

 

 

 

 

学校の運動会は終わりましたが、放課後教室でも 

スペシャル運動会を開催しました。リレーや特別 

ルールのカタキ、付箋探し、借り人競争などの競技 

を楽しみました。リレーは男子も女子も学年を問わ 

ず白熱しますね。応援の声も大きく、みんな一生懸 

命走って良い汗をかいていました。 

 老朽化に伴い、JR 浜厚真駅の外装や内装を塗り替えるため、新デザインのアイディアを子どもた

ちから募集したいという依頼を受け、各高学年の活動日に子どもたちとアイディアを考えるプログラ

ムを行いました。厚真町役場まちづくり推進課の担当職員の方から活動の趣旨について説明を受け、

厚真町と言えばと聞かれて、コレ！と思いつくものをたくさん挙げていきました。ハスカップ、あつ

まるくん、あづま成吉思汗、こぶしの木、お米。厚真町をイメージするこれらのモノゴトが、子ども

たちにとって原風景・原体験として残るような活動を取り入れていきたいと感じました。ここで出し

てもらったアイディアをもとに、札幌市立大学 

の学生さんがデザイン画を作成し、秋には町民 

参加型のイベントとして外壁の塗り替えを予定 

しているそうです。どんなデザインになるか、 

楽しみですね。  

 

 


